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教育課程



《日本史》とひとことで言っても、古代史から現代史まで、また時代ごとに政治・経済・社会・文化など様々な分野
の研究があります。興味関心のある時代や分野がすでにはっきりとしている人も、そうでない人もいるでしょう。
　日本史コースでは、まず２回生時に「基礎ゼミ」を履修し、日本史研究の基礎的な視角や方法を学ぶと同時に、レ
ポート作成や研究発表、そのために必要なレジュメや資料の作成など、高校での勉強とは異なる、大学での学びの方
法を習得することを目指します。そうして基礎力を身につけるとともに、「特講」など講義系科目で各時代・分野の
専門的知識を学び、「古文書学」では研究素材としての史料（文書・記録）を活用する能力を磨きます。
　３・４回生時には「演習」（専門ゼミ）を履修し、それぞれの興味関心に従って研究を深め、最終的には大学での学び
の集大成である「卒業研究」につなげます。「卒業研究」では、皆さんひとりひとりが課題を設定し、それまでの学習
を通して培った情報収集力・分析力や論理的思考力をフルに活用して、ひとつの《論文》を作成することが求められ
ます。「卒業研究」に真摯に取り組むならば、その過程において自分が一回りも二回りも成長することを実感するで
しょう。
　卒業後の進路には、歴史学の専門知識を活かす専門職としては中学・高等学校の教員や博物館・美術館の学芸員な
どがあります。またマスコミ・出版関連や観光業界なども例年人気が高いですが、どのような分野・業界に進んだと
しても、歴史学科で身につけた幅広い教養と、マクロ・ミクロ双方の視点で物事をみる目、根拠に基づき論理的に思
考・判断する能力は十分に生かすことが出来ます。歴史学は現代社会に生きる学問なのです。

（１）コースの特徴

教育課程（歴史学科）

１．日本史コース



ディプロマ・
ポリシー（DP）

①歴史に関する知的好奇心を高め、学問を主体的に学ぶ姿勢を身につけている。
②多彩な学問分野の成果を吸収し、歴史研究に役立てる重要性を理解する能力を身につけている。
③史料（資料）等を読むことを通して、ことば（文章）と文化について深く理解し、かつ、必
要なデータを蒐集・整理し、理論的に思考する能力を身につけている。
④総合的かつ探求的な学修を通じて、人類の作り上げてきた社会・経済・政治・文化に対する
深い関心と理解力を身につけている。
⑤学修ならびに研究の成果を明確に表現する能力を身につけている。

4回生
４回生の「日本史演習Ⅲ・Ⅳ」は卒業論文演習です。３・４回生時には学生は基本的に同一
教員のゼミに所属し、研究能力の向上に努力するとともに、個人の研究関心に応じて卒業論文
を完成させることを目指します。

3回生
３回生では、「日本史演習」と「日本史講読」が始まります。演習は２回生までの学習で蓄え
た力を総合的に活用するとともに、４回生時の卒業研究に取り組むための十分な力を養成する
科目として位置づけられています。また、各時代別の「日本史講読」の履修により、史料をよ
り専門的に読み込む力を修得します。

2回生

２回生では、日本史研究についての基礎的な方法論を学ぶ「日本史基礎ゼミ」を履修します。
前・後期で自分の専攻したい時代を含む２時代のゼミを受講します。また、各時代にわたる専
門的な講義である「日本史特講」（日本女性史特講を含む）が開講されます。時代や分野の異
なる複数の「特講」を履修することで、日本史に関する幅広い知識を身につけて下さい。同時
に、史料を歴史研究の素材として十分に活用する能力を身につけるため「古文書学」を受講し
ます。この段階で身につけた知識が専門的な研究に向かう第一歩といえます。また、研究に必
要な論理的な思考のしかたや、その伝達方法なども磨いていきます。

1回生
１回生では、まず「研究入門ゼミ」を履修し、半期ずつ日本史・世界史の両分野の教員の指
導の下で、大学での学びの基本となる、情報収集の方法、レポートのまとめかた、プレゼンテ
ーションの基礎などを身につけます。

次ページからの表は、各学科・コース別に、専門教育科目の獲得目標を一覧化したものです。その後のページに続
く、学科・コースのカリキュラム表と併せ、受講登録はもちろん、４年間でどのような学力を身につけ卒業に向か
うのか、計画を立てる際に参考にしてください。

（２）各回生の到達目標



科目区分 科目NO 授業科目の名称
数
位
単 選必
の別

授業
形態

配当
回生

全学共通の
到達目標

学科・コース
別のディプロ
マ・ポリシー

備考

群
目
科
育
教
門
専

目
科
修
必

HI-Z101 研究入門ゼミⅠ ２ 必修 演習 １回生 ①②⑤⑦ ①③④

28単位必修

HI-Z102 研究入門ゼミⅡ ２ 必修 演習 １回生 ①②⑤⑦ ①③④

HI-Z111 歴史学入門講義 ２ 必修 講義 １回生 ①②④ ①②④

HI-J203 日本史基礎ゼミⅠ ２ 必修 演習 ２回生 ②⑥⑦ ①②③

HI-J204 日本史基礎ゼミⅡ ２ 必修 演習 ２回生 ②⑥⑦ ①②③

HI-J305 日本史演習Ⅰ ２ 必修 演習 ３回生 ②⑥⑦ ①④⑤

HI-J306 日本史演習Ⅱ ２ 必修 演習 ３回生 ②⑥⑦ ②④

HI-J315 日本史講読Ⅰ ２ 必修 演習 ３回生 ②⑥⑦ ③④⑤

HI-J316 日本史講読Ⅱ ２ 必修 演習 ３回生 ②⑥⑦ ③④⑤

HI-J407 日本史演習Ⅲ ２ 必修 演習 ４回生 ②⑥⑦ ①④⑤

HI-J408 日本史演習Ⅳ ２ 必修 演習 ４回生 ②⑥⑦ ①④⑤

HI-J409 卒業研究 ６ 必修 演習 ４回生 ①②⑦ ①③④⑤

目
科
択
選

  

分
区

１

HI-Z121 日本史概説Ⅰ ２ 選択 講義 １回生 ①②④ ①②④

区分１から
６単位以上
選択必修

区分１から６
単位以上、区
分２から４単
位以上、区分
４から４単位
以上を含み、
区分３から
22単位以上
を修得し、加
えて選択科
目全体から
42単位以上
を選択必修

HI-Z122 日本史概説Ⅱ ２ 選択 講義 １回生 ①②④ ①②④

HI-Z121 東洋史概説Ⅰ ２ 選択 講義 １回生 ①②④ ①②④

HI-Z122 東洋史概説Ⅱ ２ 選択 講義 １回生 ①②④ ①②④

HI-Z121 西洋史概説Ⅰ ２ 選択 講義 １回生 ①②④ ①②④

HI-Z122 西洋史概説Ⅱ ２ 選択 講義 １回生 ①②④ ①②④

HI-Z121 考古学概説Ⅰ ２ 選択 講義 １回生 ①②④ ①②④

HI-Z122 考古学概説Ⅱ ２ 選択 講義 １回生 ①②④ ①②④

目
科
択
選

  

分
区

２

HI-J233 古文書学AⅠ（古代･中世） ２ 選択 演習 ２回生 ①②⑦ ③

区分２から
４単位以上
選択必修

HI-J234 古文書学AⅡ（古代･中世） ２ 選択 演習 ２回生 ①②⑦ ③

HI-J233 古文書学BⅠ（近世） ２ 選択 演習 ２回生 ①②⑦ ③

HI-J234 古文書学BⅡ（近世） ２ 選択 演習 ２回生 ①②⑦ ③

目
科
択
選

  

３
分
区

HI-J243 出土文字資料論 ２ 選択 演習 ２回生 ①②⑦ ②④

区分４から
４単位以上
を含み区分
３から22単
位以上を修
得

HI-J245 古文書学Ｃ（近世） ２ 選択 演習 ２回生 ①②⑦ ③

HI-J243 日本史特講ａ（古代史） ２ 選択 講義 ２回生 ①②④ ①②④

HI-J244 日本史特講ｂ（古代史） ２ 選択 講義 ２回生 ①②④ ①②④

HI-J243 日本史特講ｃ（中世史） ２ 選択 講義 ２回生 ①②④ ①②④

HI-J244 日本史特講ｄ（中世史） ２ 選択 講義 ２回生 ①②④ ①②④

HI-J243 日本史特講ｅ（近世史） ２ 選択 講義 ２回生 ①②④ ①②④

HI-J244 日本史特講ｆ（近世史） ２ 選択 講義 ２回生 ①②④ ①②④

HI-J243 日本女性史特講Ⅰ ２ 選択 講義 ２回生 ①②④ ①②④

HI-J244 日本女性史特講Ⅱ ２ 選択 講義 ２回生 ①②④ ①②④

HI-J243 近現代史特講ａ（日本） ２ 選択 講義 ２回生 ①②④ ①②④

HI-J244 近現代史特講ｂ（日本） ２ 選択 講義 ２回生 ①②④ ①②④

HI-W243 近現代史特講ｃ（世界） ２ 選択 講義 ２回生 ①②④ ①②④

HI-W244 近現代史特講ｄ（世界） ２ 選択 講義 ２回生 ①②④ ①②④

HI-Z243 文化交流史特講Ⅰ ２ 選択 講義 ２回生 ①②④ ①②④

HI-Z244 文化交流史特講Ⅱ ２ 選択 講義 ２回生 ①②④ ①②④

HI-Z141 京都の歴史と文化遺産 ２ 選択 講義 １回生 ①②④ ①②④

HI-Z241 20世紀の日本と世界 ２ 選択 講義 ２回生 ①②④ ①②④

（３）歴史学科　日本史コース　専門教育科目群　カリキュラムマップ



科目区分 科目NO 授業科目の名称
数
位
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の別

授業
形態
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区

HI-Z241 歴史地理学 ２ 選択 講義 ２回生 ①②④ ①②④

区分４から
４単位以上
を含み区分
３から22単
位以上を修
得

区分１から６
単位以上、区
分２から４単
位以上、区分
４から４単位
以上を含み、
区分３から
22単位以上
を修得し、加
えて選択科
目全体から
42単位以上
を選択必修

HI-S346 現代史研究Ⅰ ２ 選択 演習 ３回生 ②⑥⑦ ①⑤
HI-S347 現代史研究Ⅱ ２ 選択 演習 ３回生 ②⑥⑦ ①④⑤
HI-S346 女性史研究Ⅰ ２ 選択 演習 ３回生 ②⑥⑦ ①⑤
HI-S347 女性史研究Ⅱ ２ 選択 演習 ３回生 ②⑥⑦ ①④⑤
HI-S346 文化交流史研究Ⅰ ２ 選択 演習 ３回生 ②⑥⑦ ①⑤
HI-S347 文化交流史研究Ⅱ ２ 選択 演習 ３回生 ②⑥⑦ ①④⑤

目
科
択
選

  

分
区

４

HI-W253 世界史特講ａ（東アジア史Ⅰ） ２ 選択 講義 ２回生 ①②④ ①②④

区分４から
４単位以上
を含み区分
３から22単
位以上を修
得

HI-W254 世界史特講ｂ（東アジア史Ⅱ） ２ 選択 講義 ２回生 ①②④ ①②④
HI-W253 世界史特講ｃ（東アジア史Ⅲ） ２ 選択 講義 ２回生 ①②④ ①②④
HI-W254 世界史特講ｄ（東アジア史Ⅳ） ２ 選択 講義 ２回生 ①②④ ①②④
HI-W253 世界史特講ｅ（中央・西アジア史Ⅰ） ２ 選択 講義 ２回生 ①②④ ①②④
HI-W254 世界史特講ｆ（中央・西アジア史Ⅱ） ２ 選択 講義 ２回生 ①②④ ①②④
HI-W253 世界史特講ｇ（中央・西アジア史Ⅲ） ２ 選択 講義 ２回生 ①②④ ①②④
HI-W254 世界史特講ｈ（中央・西アジア史Ⅳ） ２ 選択 講義 ２回生 ①②④ ①②④
HI-W253 世界史特講ｉ（ヨーロッパ・アメリカ史Ⅰ） ２ 選択 講義 ２回生 ①②④ ①②④
HI-W254 世界史特講ｊ（ヨーロッパ・アメリカ史Ⅱ） ２ 選択 講義 ２回生 ①②④ ①②④
HI-W253 世界女性史特講Ⅰ ２ 選択 講義 ２回生 ①②④ ①②④
HI-W254 世界女性史特講Ⅱ ２ 選択 講義 ２回生 ①②④ ①②④

目
科
択
選

  

群
目
科
連
関
門
専

HI-Z161 法学概論Ⅰ ２ 選択 講義 １回生 ①②③⑥
HI-Z161 政治学概論Ⅰ ２ 選択 講義 １回生 ①②③④
HI-Z161 社会学概論Ⅰ ２ 選択 講義 １回生 ①②③④⑤
HI-Z261 経済学概論Ⅰ ２ 選択 講義 ２回生 ①②④
HI-Z161 哲学概論 ２ 選択 講義 １回生 ①②③④⑤⑥
HI-Z161 倫理学概論 ２ 選択 講義 １回生 ①②③④⑤⑥
HI-Z261 宗教学概論 ２ 選択 講義 ２回生 ①②③④⑤
HI-Z161 地理学概論 ２ 選択 講義 １回生 ①②④⑥
HI-Z261 自然地理学 ２ 選択 講義 ２回生 ①②④⑥
HI-Z261 地誌 ２ 選択 講義 ２回生 ①②④⑥
HI-Z261 人文地理学 ２ 選択 講義 ２回生 ①②④⑥
HI-Z161 民俗学 ２ 選択 講義 １回生 ②③⑤
HI-Z161 文化遺産学 ２ 選択 講義 １回生 ②③⑤
HI-Z161 日本美術史Ⅰ ２ 選択 講義 １回生 ①④⑦
HI-Z161 日本美術史Ⅱ ２ 選択 講義 １回生 ①④⑦
HI-Z161 東洋美術史 ２ 選択 講義 １回生 ①②⑦
HI-Z161 西洋美術史 ２ 選択 講義 １回生 ③④⑥
HI-Z161 世界遺産論 ２ 選択 講義 １回生 ①②④
HI-Z161 文化財行政論 ２ 選択 講義 １回生 ①②⑤
HI-Z261 考古学研究Ⅰ ２ 選択 講義 ２回生 ①②④⑥
HI-Z361 考古学研究Ⅱ ２ 選択 講義 ３回生 ①②④⑥
HI-Z261 文献史料学Ⅰ ２ 選択 講義 ２回生 ①②⑥⑦
HI-Z261 文献史料学Ⅱ ２ 選択 講義 ２回生 ①②⑥⑦
HI-Z261 美術工芸史研究Ⅰ ２ 選択 講義 ２回生 ①②⑥
HI-Z261 美術工芸史研究Ⅱ ２ 選択 講義 ２回生 ①②⑥
HI-Z261 建築遺産研究Ⅰ ２ 選択 講義 ２回生 ①②⑥
HI-Z261 建築遺産研究Ⅱ ２ 選択 講義 ３回生 ①②⑥
HI-Z261 歴史遺産研究Ⅰ ２ 選択 講義 ２回生 ①②③④⑤⑥

86



科目区分 科目NO 授業科目の名称
数
位
単 選必
の別

授業
形態

配当
回生

全学共通の
到達目標

学科・コース
別のディプロ
マ・ポリシー
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目
科
育
教
門
専

目
科
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選

HI-Z261 歴史遺産研究Ⅱ ２ 選択 講義 ２回生 ①②③④⑤⑥

区分１から６
単位以上、区
分２から４単
位以上、区分
４から４単位
以上を含み、
区分３から
22単位以上
を修得し、加
えて選択科
目全体から
42単位以上
を選択必修

HI-Z361 古都学Ⅰ ２ 選択 講義 ３回生 ①③④⑥
HI-Z361 古都学Ⅱ ２ 選択 講義 ３回生 ①③④⑥
HI-Z361 地域文化論 ２ 選択 講義 ３回生 ①②⑥
HI-Z361 木簡・金石文学 ２ 選択 講義 ３回生 ①④⑥
HI-Z161 日本語学概説Ⅰ ２ 選択 講義 １回生 ①②⑥
HI-Z161 日本語学概説Ⅱ ２ 選択 講義 １回生 ①②⑥
HI-Z161 日本文学史Ⅰ ２ 選択 講義 １回生 ①②③
HI-Z161 日本文学史Ⅱ ２ 選択 講義 １回生 ①②③
HI-Z261 日本語学講義Ⅰ（日本語文法） ２ 選択 講義 ２回生 ①②⑥
HI-Z261 日本語学講義Ⅱ（日本語文法） ２ 選択 講義 ２回生 ①②⑥
HI-Z261 日本語学講義Ⅲ（社会言語学） ２ 選択 講義 ２回生 ①②⑥
HI-Z261 日本語学講義Ⅳ（日本語史） ２ 選択 講義 ２回生 ①②⑥
HI-Z261 古典文学講義Ⅰ（平安） ２ 選択 講義 ２回生 ①②③
HI-Z261 古典文学講義Ⅱ（平安） ２ 選択 講義 ２回生 ①②③
HI-Z261 古典文学講義Ⅲ（中近世） ２ 選択 講義 ２回生 ①②③
HI-Z261 古典文学講義Ⅳ（中近世） ２ 選択 講義 ２回生 ①②③
HI-Z261 近現代文学講義Ⅰ ２ 選択 講義 ２回生 ①②③
HI-Z261 近現代文学講義Ⅱ ２ 選択 講義 ２回生 ①②③
HI-Z261 近現代文学講義Ⅲ ２ 選択 講義 ２回生 ①②③
HI-Z261 近現代文学講義Ⅳ ２ 選択 講義 ２回生 ①②③
HI-Z161 漢文学Ⅰ ２ 選択 講義 １回生 ①②④
HI-Z161 漢文学Ⅱ ２ 選択 講義 １回生 ①②④
HI-Z161 京都産業文化論Ⅰ ２ 選択 講義 １回生 ①②④
HI-Z261 京都観光論 ２ 選択 講義 ２回生 ①②④
HI-Z261 京都産業文化論Ⅱ ２ 選択 講義 ２回生 ①②④
HI-Z361 京都総合演習 ２ 選択 演習 ３回生 ②④⑤⑥⑦

全学共通の
到達目標

① 市民や社会人として必要とされる知識や教養の獲得
② 知的関心をもって学修していく態度や心構えの獲得
③ 市民や社会人として必要とされる倫理観や人間性の獲得
④ 異なる考え方や異なる文化を持つ人々を理解する能力の獲得
⑤ 自分自身や社会が直面するさまざまな問題を理解し解決する能力の獲得
⑥ 物事を論理的に分析する能力の獲得
⑦ 読む力や書く力、話す力や聞く力の獲得

学科・コース別の
ディプロマ・
ポリシー

① 歴史に関する知的好奇心を高め、学問を主体的に学ぶ姿勢を身につけている。
② 多彩な学問分野の成果を吸収し、歴史研究に役立てる重要性を理解する能力を身につけている。
③  史料（資料）等を読むことを通して、ことば（文章）と文化について深く理解し、かつ、必要なデータを蒐集・整
理し、理論的に思考する能力を身につけている。

④  総合的かつ探求的な学修を通じて、人類の作り上げてきた社会・経済・政治・文化に対する深い関心と理解力を身につけている。
⑤ 学修ならびに研究の成果を明確に表現する能力を身につけている。

◆「科目ナンバリング」制度
本学では、皆さんの体系的な学修を支援するために「科目ナンバリング」制度を導入しています。
各科目に設定された「科目ナンバー」のアルファベットと数字によって、体系的に学修するための情報を得ることができます。
ぜひ皆さんの計画的な履修に役立ててください。

〈科目ナンバーの見方〉
［例］　H

①
I 　－　◯

②
　 1
③
　 1
④
　 1
⑤

①学科　　　　ＨＩ：歴史学科
②コース　　　Ｚ：学科共通　Ｊ：日本史　Ｗ：世界史　Ｓ：特別専攻
③回生　　　　１：１回生　　２：２回生　３：３回生　４：４回生
④選必の別　　０：必修（ゼミ） １：必修（歴史学入門講義・講読）
　　　　　　　２：選択必修（区分１） ３：選択必修（区分２）　
　　　　　　　４：選択必修（区分３）
　　　　　　　６：選択必修（その他）

 ５：選択必修（区分４）

⑤履修順序　　同系科目中の履修順序（指定なしは０）



文学部　歴史学科　日本史コース　カリキュラム表
基礎教育科目群

必修14単位

選択必修32単位以上
教養教育科目群・キャリア教育科目群 選択必修

人間と知の伝達（領域） 人間と文化（領域） 人間と社会（領域） 人間と自然（領域）

上記領域より４単位以上 上記領域より４単位以上 上記領域より４単位以上 上記領域より４単位以上

●現代の思想（分野）
単位 回生

日本人と宗教 2 1～
ジェンダー研究 2 1～
心理学概論 2 2～

●メディアと情報（分野）
単位 回生

言語コミュニケーション論 2 1～
キャリアコミュニケーションⅠ 2 2～
キャリアコミュニケーションⅡ 2 2～
現代のメディアと表現 2 1～
情報社会論 2 1～
情報処理演習Ⅲ 1 2～
情報処理演習Ⅳ 1 2～
情報処理演習Ⅴ 1 2～
情報処理演習Ⅵ 1 2～
数学演習Ⅰ 2 1～
数学演習Ⅱ 2 1～

単位 回生

キャリア開発講座Ⅰ 2 1～
キャリア開発講座Ⅱ 2 1～
キャリア開発講座Ⅲ 2 2～
キャリア開発講座Ⅳ 2 2～
キャリア開発演習Ⅰ 2 2～
キャリア開発演習Ⅱ 2 2～
キャリア開発演習Ⅲ 2 2～
キャリア開発演習Ⅳ 2 2～
キャリア開発研究Ⅰ 2 3～
キャリア開発研究Ⅱ 2 3～
キャリア開発研究Ⅲ 2 3～
キャリア開発研究Ⅳ 2 3～
キャリア開発研究Ⅴ 2 3～
キャリア開発研究Ⅵ 2 3～
インターンシップ準備講座 2 1～
インターンシップⅠ 1 1～
インターンシップⅡ 2 1～
インターンシップⅢ 2 1～

●外国語と文化理解（分野）
単位 回生

比較文化論 2 1～
異文化コミュニケーション論（人文） 2 1～
文化人類学 2 1～
芸術と文化 2 1～
中国語Ⅰ 2 1～
中国語Ⅱ 2 1～
中国語Ⅲ 2 1～
中国語Ⅳ 2 1～
韓国語Ⅰ 2 1～
韓国語Ⅱ 2 1～
韓国語Ⅲ 2 1～
韓国語Ⅳ 2 1～
フランス語Ⅰ 2 1～
フランス語Ⅱ 2 1～
ドイツ語Ⅰ 2 1～
ドイツ語Ⅱ 2 1～
外国語臨地演習 2 1～

●歴史・文化（分野）
単位 回生

京都講座Ⅰ 2 1～
京都講座Ⅱ 2 1～
京都の歴史・文化Ⅰ 2 1～
京都の歴史・文化Ⅱ 2 1～
文学と京都 2 1～

●法律・行政・政治（分野）
単位 回生

日本国憲法 2 1～
法学概論Ⅱ 2 1～
民法 2 2～
行政法 2 2～
人権と教育 2 2～
政治学概論Ⅱ 2 1～
国際関係入門 2 2～
行政学 2 2～

●経済・経営・社会（分野）
単位 回生

くらしと経済 2 1～
経済学概論Ⅱ 2 2～
経営学概論 2 1～
会計学概論 2 1～
福祉とボランティア 2 1～
社会学概論Ⅱ 2 1～
時事問題研究 2 1～

単位 回生

よそおいの心理学 2 2～
産業心理学 2 2～
広告と消費の心理学 2 3～
教職・保育職教養講義Ⅰ 2 3～
教職・保育職教養講義Ⅱ 2 3～
教職・保育職教養講義Ⅲ 2 4
教職・保育職教養講義Ⅳ 2 4

教育課程論 2 2～
道徳教育の理論と方法 2 2～

特別活動論 2 2～
総合的な学習の時間の指導法 1 2～

単位 回生

教育方法論 2 2～
生徒・進路指導 2 3～
教育相談 2 2～
教職実践演習（中等） 2 4

生涯学習概論Ⅰ 2 1～
学校等体験活動 1 1～

図書館概論 2 1～
図書館制度・経営論 2 2～
図書館情報資源概論 2 2～
博物館学概論 2 1～
博物館経営論 2 2～
博物館資料論 2 2～
博物館資料保存論 2 2～
博物館展示論 2 2～
博物館教育論 2 1～
博物館実習Ⅰ 1 3～
博物館実習Ⅱ 1 3～

●健康・こころ・からだ（分野）
単位 回生

健康に生きるⅠ 2 1～
健康に生きるⅡ 2 1～
健康に生きるⅢ 2 1～
体育理論 2 1～
スポーツコースⅠ 1 1～
スポーツコースⅡ 1 1～
スポーツコースⅢ 1 1～
スポーツコースⅣ 1 1～

●自然と環境（分野）
単位 回生

地球生命論 2 1～
地球環境論 2 1～
エコロジー研究 2 1～
自然の探求 2 1～
生活の中の数学 2 1～
物理学基礎 2 1～
化学基礎 2 1～
生物学基礎 2 1～

単位 回生

日本語教授法Ⅰ 2 2～
日本語教授法Ⅱ 2 2～
日本語教授法Ⅲ 2 3～
日本語教授法Ⅳ 2 3～
日本語教材研究 2 4
日本語教育実習 2 4
社会調査論 2 2～
統計学基礎論 2 2～

教養教育科目群・キャリア教育科目群 必修

単位 回生

アカデミックライティング 2 1～
教養ゼミ 2 1～
英語ⅠＡ 1 1～
英語ⅠＢ 1 1～

単位 回生

英語ⅡＡ 1 1～
英語ⅡＢ 1 1～
英語ⅢＡ 1 2～
英語ⅢＢ 1 2～

単位 回生

英語ⅣＡ 1 2～
英語ⅣＢ 1 2～
情報処理演習Ⅰ 1 1～
情報処理演習Ⅱ 1 1～

必修
９単位＝＋

＋ ＋ ＋
教養入門　　　　2　1～2　

単位 回生

キャリアゼミⅠ  1   1～  1   
単位 回生

キャリアゼミⅡ  1   1～  1   
単位 回生

キャリアゼミⅢ  1   2～  1   
単位 回生

キャリアゼミⅣ  1   3～  1   
単位 回生

キャリアデザイン入門　2　2～2　
単位 回生

地域課題研究　　1　1～1　
単位 回生 ＋

教職入門 2 1～※

特別支援教育論 1 2～※
※
※
※
※

教育心理学 2 1～※

教育原論 2 1～※

教育制度論 2 2～※

※
※
※

※印の科目は、時間割において、科目名の後ろに（中等）と表記されている科目を履修してください。



選択必修42単位以上

専門教育科目群 必修

必修
28単位

1回生
単位 回生

研究入門ゼミⅠ 2 1～
研究入門ゼミⅡ 2 1～
歴史学入門講義 2 1～

2回生
単位 回生

日本史基礎ゼミⅠ 2 2～
日本史基礎ゼミⅡ 2 2～

3回生
単位 回生

日本史演習Ⅰ 2 3～
日本史演習Ⅱ 2 3～
日本史講読Ⅰ 2 3～
日本史講読Ⅱ 2 3～

4回生
単位 回生

日本史演習Ⅲ 2 4
日本史演習Ⅳ 2 4
卒業研究 6 4

＋ ＋ ＋ ＝

専門教育科目群 選択必修

単位 回生

日本史概説Ⅰ 2 1～
日本史概説Ⅱ 2 1～
東洋史概説Ⅰ 2 1～
東洋史概説Ⅱ 2 1～
西洋史概説Ⅰ 2 1～
西洋史概説Ⅱ 2 1～
考古学概説Ⅰ 2 1～
考古学概説Ⅱ 2 1～

〔区分1〕 〔区分2〕

〔区分4〕
〔区分3〕

上
以
位
単

上
以
位
単

上
以
位
単

上
以
位
単

単位 回生

古文書学ＡⅠ（古代・中世） 2 2～
古文書学ＡⅡ（古代・中世） 2 2～
古文書学ＢⅠ（近世） 2 2～
古文書学ＢⅡ（近世） 2 2～

単位 回生

世界史特講ａ（東アジア史Ⅰ） 2 2～
世界史特講ｂ（東アジア史Ⅱ） 2 2～
世界史特講ｃ（東アジア史Ⅲ） 2 2～
世界史特講ｄ（東アジア史Ⅳ） 2 2～
世界史特講ｅ（中央・西アジア史Ⅰ） 2 2～
世界史特講ｆ（中央・西アジア史Ⅱ） 2 2～
世界史特講ｇ（中央・西アジア史Ⅲ） 2 2～
世界史特講ｈ（中央・西アジア史Ⅳ） 2 2～
世界史特講ｉ（ヨーロッパ・アメリカ史Ⅰ） 2 2～
世界史特講ｊ（ヨーロッパ・アメリカ史Ⅱ） 2 2～
世界女性史特講Ⅰ 2 2～
世界女性史特講Ⅱ 2 2～

単位 回生

出土文字資料論 2 2～
古文書学Ｃ（近世） 2 2～
日本史特講ａ（古代史） 2 2～
日本史特講ｂ（古代史） 2 2～
日本史特講ｃ（中世史） 2 2～
日本史特講ｄ（中世史） 2 2～
日本史特講ｅ（近世史） 2 2～
日本史特講ｆ（近世史） 2 2～
日本女性史特講Ⅰ 2 2～
日本女性史特講Ⅱ 2 2～

単位 回生

近現代史特講ａ（日本） 2 2～
近現代史特講ｂ（日本） 2 2～
近現代史特講ｃ（世界） 2 2～
近現代史特講ｄ（世界） 2 2～
文化交流史特講Ⅰ 2 2～
文化交流史特講Ⅱ 2 2～
京都の歴史と文化遺産 2 1～
20世紀の日本と世界 2 2～
歴史地理学 2 2～
現代史研究Ⅰ 2 3～
現代史研究Ⅱ 2 3～
女性史研究Ⅰ 2 3～
女性史研究Ⅱ 2 3～
文化交流史研究Ⅰ 2 3～
文化交流史研究Ⅱ 2 3～

単位 回生
法学概論Ⅰ 2 1～
政治学概論Ⅰ 2 1～
社会学概論Ⅰ 2 1～
経済学概論Ⅰ 2 2～
哲学概論 2 1～
倫理学概論 2 1～
宗教学概論 2 2～
地理学概論 2 1～
自然地理学 2 2～
地誌 2 2～
人文地理学 2 2～
民俗学 2 1～
文化遺産学 2 1～
日本美術史Ⅰ 2 1～
日本美術史Ⅱ 2 1～
東洋美術史 2 1～
西洋美術史 2 1～
世界遺産論 2 1～
文化財行政論 2 1～

単位 回生
考古学研究Ⅰ 2 2～
考古学研究Ⅱ 2 3～
文献史料学Ⅰ 2 2～
文献史料学Ⅱ 2 2～
美術工芸史研究Ⅰ 2 2～
美術工芸史研究Ⅱ 2 2～
建築遺産研究Ⅰ 2 2～
建築遺産研究Ⅱ 2 3～
歴史遺産研究Ⅰ 2 2～
歴史遺産研究Ⅱ 2 2～
古都学Ⅰ 2 3～
古都学Ⅱ 2 3～
地域文化論 2 3～
木簡・金石文学 2 3～
日本語学概説Ⅰ 2 1～
日本語学概説Ⅱ 2 1～
日本文学史Ⅰ 2 1～
日本文学史Ⅱ 2 1～

単位 回生
日本語学講義Ⅰ（日本語文法） 2 2～
日本語学講義Ⅱ（日本語文法） 2 2～
日本語学講義Ⅲ（社会言語学） 2 2～
日本語学講義Ⅳ（日本語史） 2 2～
古典文学講義Ⅰ（平安） 2 2～
古典文学講義Ⅱ（平安） 2 2～
古典文学講義Ⅲ（中近世） 2 2～
古典文学講義Ⅳ（中近世） 2 2～
近現代文学講義Ⅰ 2 2～
近現代文学講義Ⅱ 2 2～
近現代文学講義Ⅲ 2 2～
近現代文学講義Ⅳ 2 2～
漢文学Ⅰ 2 1～
漢文学Ⅱ 2 1～
京都産業文化論Ⅰ ２ １～
京都産業文化論Ⅱ ２ ２～
京都観光論 ２ ２～
京都総合演習 ２ ３～

※他学部・他学科・他コースの学生の履修については、『第3章受講登録』を参照してください。

基礎教育科目群＋
教養教育科目群＋
キャリア教育科目群

55単位以上

専門教育科目群
必修

28単位以上

専門教育科目群
選択必修

42単位以上
125単位以上＋ ＋ ＝



（１）コースの特徴

２．世界史コース

《世界史》でも、《日本史》と同様に古代史から現代史まで、また時代ごとに政治・経済・社会・文化など様々な分
野の研究があります。興味関心のある時代や分野がすでにはっきりとしている人も、そうでない人もいるでしょう。
　世界史コースでは、２回生時に「基礎ゼミ」で世界史研究の基礎的な視角や方法を学ぶと同時に、レポート作成や
研究発表、そのために必要なレジュメや資料の作成など、大学での学びの方法を習得することを目指します。
　また、世界史を専門的に学ぶにあたっては、外国語文献の読解が不可欠です。そのためには「外書研究」を複数開
講していますので、その履修を通して外国語の文献を正確に読む力を身につけて下さい。さらに、皆さんが興味関心
を持ち研究対象の候補として考えている地域の言語を教養科目のなかから選択し、積極的に語学力を磨くことも必要
です。
　３・４回生時には「演習」（専門ゼミ）を履修し、それぞれの興味関心に従って研究を深め、最終的には大学での学び
の集大成である「卒業研究」につなげます。「卒業研究」では、皆さんひとりひとりが課題を設定し、それまでの学習
を通して培った情報収集力・分析力や論理的思考力をフルに活用して、ひとつの《論文》を作成することが求められ
ます。「卒業研究」に真摯に取り組むならば、その過程において自分が一回りも二回りも成長することを実感するで
しょう。
　卒業後の進路には、歴史学の専門知識を活かす専門職としては中学・高等学校の教員や博物館・美術館の学芸員な
どがあります。またマスコミ・出版関連や観光業界なども例年人気が高いですが、どのような分野・業界に進んだと
しても、歴史学科で身につけた幅広い教養と、マクロ・ミクロ双方の視点で物事をみる目、根拠に基づき論理的に思
考・判断する能力は十分に生かすことが出来ます。歴史学は現代社会に生きる学問なのです。



ディプロマ・
ポリシー（DP）

①歴史に関する知的好奇心を高め、学問を主体的に学ぶ姿勢を身につけている。
②多彩な学問分野の成果を吸収し、歴史研究に役立てる重要性を理解する能力を身につけている。
③史料（資料）等を読むことを通して、ことば（文章）と文化について深く理解し、かつ、必
要なデータを蒐集・整理し、理論的に思考する能力を身につけている。
④総合的かつ探求的な学修を通じて、人類の作り上げてきた社会・経済・政治・文化に対する
深い関心と理解力を身につけている。
⑤学修ならびに研究の成果を明確に表現する能力を身につけている。

4回生 ４回生の「演習Ⅲ・Ⅳ」は卒業論文演習です（３・４回生時には学生は基本的に同一教員のゼ
ミに所属します）。これにより４年間の修学の集大成となる卒業論文に取り組むことになります。

3回生
３回生では、「世界史演習」と「世界史講読」が始まります。学生は、原則的に各分野の研究

を深めるために各自の関心に沿った分野の「演習」（ゼミ）に所属することになります。「演習」
は原則として討論形式で進めますので、自身の意見をはっきりと持つ一方で、考えたことを他
人に伝える能力や、様々な視点からの疑問や指摘に対して的確な議論を重ねることでコミュニ
ケーション能力の上達も期待されています。また、「講読」の履修により、文献史料を読み込む
力および高いレベルの専門的研究論文を理解する力を修得します。

2回生
２回生では、各自が専攻を希望する分野に近い「世界史基礎ゼミ」（ヨーロッパ・アメリカ、西・
中央アジア、東アジアについてバランスよく履修）を履修し、世界史研究の基礎的な方法論を学び
ます。また、歴史学に関する外国語文献を正確に読む力を養うため、各分野の「外書研究」を受講
します。「世界史特講」（世界女性史特講を含む）は世界の各地域・時代にわたる専門的な講義です
ので、興味関心の深い科目だけでなく、様々な科目を履修し、幅広い世界史に対する知識を身につ
けることが望まれます。この中で、卒業研究のテーマの方向性を探すのもよいでしょう。

1回生
１回生では、まず「研究入門ゼミ」を履修し、半期ずつ日本史・世界史の両分野の教員の指
導の下で、大学での学びの基本となる、情報収集の方法、レポートのまとめ方、プレゼンテー
ションの基礎などを身につけます。

次ページからの表は、各学科・コース別に、専門教育科目の獲得目標を一覧化したものです。その後のページに続
く、学科・コースのカリキュラム表と併せ、受講登録はもちろん、４年間でどのような学力を身につけ卒業に向か
うのか、計画を立てる際に参考にしてください。

（２）各回生の到達目標



科目区分 科目
NO 授業科目の名称

数
位
単 選必
の別

授業
形態

配当
回生

全学共通の
到達目標

学科・コース
別のディプロ
マ・ポリシー

備考

群
目
科
育
教
門
専

目
科
修
必

HI-Z101 研究入門ゼミⅠ ２ 必修 演習 １回生 ①②⑤⑦ ①③④

28単位必修

HI-Z102 研究入門ゼミⅡ ２ 必修 演習 １回生 ①②⑤⑦ ①③④

HI-Z111 歴史学入門講義 ２ 必修 講義 １回生 ①②④ ①②④

HI-W203 世界史基礎ゼミⅠ ２ 必修 演習 ２回生 ②⑥⑦ ①②③

HI-W204 世界史基礎ゼミⅡ ２ 必修 演習 ２回生 ②⑥⑦ ①②③

HI-W305 世界史演習Ⅰ ２ 必修 演習 ３回生 ②⑥⑦ ①④⑤

HI-W306 世界史演習Ⅱ ２ 必修 演習 ３回生 ②⑥⑦ ①④⑤

HI-W315 世界史講読Ⅰ ２ 必修 演習 ３回生 ②⑥⑦ ③④⑤

HI-W316 世界史講読Ⅱ ２ 必修 演習 ３回生 ②⑥⑦ ③④⑤

HI-W407 世界史演習Ⅲ ２ 必修 演習 ４回生 ②⑥⑦ ①④⑤

HI-W408 世界史演習Ⅳ ２ 必修 演習 ４回生 ②⑥⑦ ①④⑤

HI-W409 卒業研究 ６ 必修 演習 ４回生 ①②⑦ ①③④⑤

目
科
択
選

  

分
区

１

HI-Z121 日本史概説Ⅰ ２ 選択 講義 １回生 ①②④ ①②④

区分１から
６単位以上
選択必修

区分１から６
単位以上、区
分２から４単
位以上、区分
４から４単位
以上を含み、
区分３から
22単位以上
を修得し、加
えて選択科
目全体から
42単位以上
を選択必

HI-Z122 日本史概説Ⅱ ２ 選択 講義 １回生 ①②④ ①②④

HI-Z121 東洋史概説Ⅰ ２ 選択 講義 １回生 ①②④ ①②④

HI-Z122 東洋史概説Ⅱ ２ 選択 講義 １回生 ①②④ ①②④

HI-Z121 西洋史概説Ⅰ ２ 選択 講義 １回生 ①②④ ①②④

HI-Z122 西洋史概説Ⅱ ２ 選択 講義 １回生 ①②④ ①②④

HI-Z121 考古学概説Ⅰ ２ 選択 講義 １回生 ①②④ ①②④

HI-Z122 考古学概説Ⅱ ２ 選択 講義 １回生 ①②④ ①②④

目
科
択
選

  

分
区

２

HI-W233 外書研究ａ ２ 選択 演習 ２回生 ①②⑦ ③

区分２から
４単位以上
選択必修

HI-W234 外書研究ｂ ２ 選択 演習 ２回生 ①②⑦ ③

HI-W233 外書研究ｃ ２ 選択 演習 ２回生 ①②⑦ ③

HI-W234 外書研究ｄ ２ 選択 演習 ２回生 ①②⑦ ③

目
科
択
選

  

分
区

３

HI-W243 世界史特講ａ（東アジア史Ⅰ） ２ 選択 講義 ２回生 ①②④ ①②④

区分４から
４単位以上
を含み区分
３から22単
位以上を修
得

HI-W244 世界史特講ｂ（東アジア史Ⅱ） ２ 選択 講義 ２回生 ①②④ ①②④

HI-W243 世界史特講ｃ（東アジア史Ⅲ） ２ 選択 講義 ２回生 ①②④ ①②④

HI-W244 世界史特講ｄ（東アジア史Ⅳ） ２ 選択 講義 ２回生 ①②④ ①②④

HI-W243 世界史特講ｅ（中央・西アジア史Ⅰ） ２ 選択 講義 ２回生 ①②④ ①②④

HI-W244 世界史特講ｆ（中央・西アジア史Ⅱ） ２ 選択 講義 ２回生 ①②④ ①②④

HI-W243 世界史特講ｇ（中央・西アジア史Ⅲ） ２ 選択 講義 ２回生 ①②④ ①②④

HI-W244 世界史特講ｈ（中央・西アジア史Ⅳ） ２ 選択 講義 ２回生 ①②④ ①②④

HI-W243 世界史特講ｉ（ヨーロッパ・アメリカ史Ⅰ） ２ 選択 講義 ２回生 ①②④ ①②④

HI-W244 世界史特講ｊ（ヨーロッパ・アメリカ史Ⅱ） ２ 選択 講義 ２回生 ①②④ ①②④

HI-W243 世界女性史特講Ⅰ ２ 選択 講義 ２回生 ①②④ ①②④

HI-W244 世界女性史特講Ⅱ ２ 選択 講義 ２回生 ①②④ ①②④

HI-J243 近現代史特講ａ（日本） ２ 選択 講義 ２回生 ①②④ ①②④

HI-J244 近現代史特講ｂ（日本） ２ 選択 講義 ２回生 ①②④ ①②④

HI-W243 近現代史特講ｃ（世界） ２ 選択 講義 ２回生 ①②④ ①②④

HI-W244 近現代史特講ｄ（世界） ２ 選択 講義 ２回生 ①②④ ①②④

HI-Z243 文化交流史特講Ⅰ ２ 選択 講義 ２回生 ①②④ ①②④

HI-Z244 文化交流史特講Ⅱ ２ 選択 講義 ２回生 ①②④ ①②④

（３）歴史学科　世界史コース　専門教育科目群　カリキュラムマップ
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科目区分 科目
NO 授業科目の名称

数
位
単 選必
の別

授業
形態

配当
回生

全学共通の
到達目標

学科・コース
別のディプロ
マ・ポリシー

備考

群
目
科
育
教
門
専

目
科
択
選

  

分
区

３

HI-Z141 京都の歴史と文化遺産 ２ 選択 講義 １回生 ①②④ ①②④

区分４から
４単位以上
を含み区分
３から22単
位以上を修
得

区分１から６
単位以上、区
分２から４単
位以上、区分
４から４単位
以上を含み、
区分３から
22単位以上
を修得し、加
えて選択科
目全体から
42単位以上
を選択必修

HI-Z241 20世紀の日本と世界 ２ 選択 講義 ２回生 ①②④ ①②④

HI-Z241 歴史地理学 ２ 選択 講義 ２回生 ①②④ ①②④

HI-S346 現代史研究Ⅰ ２ 選択 演習 ３回生 ②⑥⑦ ①④⑤

HI-S347 現代史研究Ⅱ ２ 選択 演習 ３回生 ②⑥⑦ ①④⑤

HI-S346 女性史研究Ⅰ ２ 選択 演習 ３回生 ②⑥⑦ ①④⑤

HI-S347 女性史研究Ⅱ ２ 選択 演習 ３回生 ②⑥⑦ ①④⑤

HI-S346 文化交流史研究Ⅰ ２ 選択 演習 ３回生 ②⑥⑦ ①④⑤

HI-S347 文化交流史研究Ⅱ ２ 選択 演習 ３回生 ②⑥⑦ ①④⑤

目
科
択
選

  

分
区

４

HI-J253 日本史特講ａ（古代史） ２ 選択 講義 ２回生 ①②④ ①②④

区分４から
４単位以上
を含み区分
３から22単
位以上を修
得

HI-J254 日本史特講ｂ（古代史） ２ 選択 講義 ２回生 ①②④ ①②④

HI-J253 日本史特講ｃ（中世史） ２ 選択 講義 ２回生 ①②④ ①②④

HI-J254 日本史特講ｄ（中世史） ２ 選択 講義 ２回生 ①②④ ①②④

HI-J253 日本史特講ｅ（近世史） ２ 選択 講義 ２回生 ①②④ ①②④

HI-J254 日本史特講ｆ（近世史） ２ 選択 講義 ２回生 ①②④ ①②④

HI-J253 日本女性史特講Ⅰ ２ 選択 講義 ２回生 ①②④ ①②④

HI-J254 日本女性史特講Ⅱ ２ 選択 講義 ２回生 ①②④ ①②④

目
科
択
選

HI-Z161 法学概論Ⅰ ２ 選択 講義 １回生 ①②③⑥

HI-Z161 政治学概論Ⅰ ２ 選択 講義 １回生 ①②③④

HI-Z161 社会学概論Ⅰ ２ 選択 講義 １回生 ①②③④⑤

HI-Z261 経済学概論Ⅰ ２ 選択 講義 ２回生 ①②④

HI-Z161 哲学概論 ２ 選択 講義 １回生 ①②③④⑤⑥

HI-Z161 倫理学概論 ２ 選択 講義 １回生 ①②③④⑤⑥

HI-Z261 宗教学概論 ２ 選択 講義 ２回生 ①②③④⑤

HI-Z161 地理学概論 ２ 選択 講義 １回生 ①②④⑥

HI-Z261 自然地理学 ２ 選択 講義 ２回生 ①②④⑥

HI-Z261 地誌 ２ 選択 講義 ２回生 ①②④⑥

HI-Z261 人文地理学 ２ 選択 講義 ２回生 ①②④⑥

HI-Z161 民俗学 ２ 選択 講義 １回生 ②③⑤

HI-Z161 文化遺産学 ２ 選択 講義 １回生 ②③⑤

HI-Z161 日本美術史Ⅰ ２ 選択 講義 １回生 ①④⑦

HI-Z161 日本美術史Ⅱ ２ 選択 講義 １回生 ①④⑦

HI-Z161 東洋美術史 ２ 選択 講義 １回生 ①②⑦

HI-Z161 西洋美術史 ２ 選択 講義 １回生 ③④⑥

HI-Z161 世界遺産論 ２ 選択 講義 １回生 ①②④

HI-Z161 文化財行政論 ２ 選択 講義 １回生 ①②⑤

HI-Z261 考古学研究Ⅰ ２ 選択 講義 ２回生 ①②④⑥

HI-Z361 考古学研究Ⅱ ２ 選択 講義 ３回生 ①②④⑥

HI-Z261 文献史料学Ⅰ ２ 選択 講義 ２回生 ①②⑥⑦

HI-Z261 文献史料学Ⅱ ２ 選択 講義 ２回生 ①②⑥⑦

HI-Z261 美術工芸史研究Ⅰ ２ 選択 講義 ２回生 ①②⑥

HI-Z261 美術工芸史研究Ⅱ ２ 選択 講義 ２回生 ①②⑥
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科目区分 科目
NO 授業科目の名称

数
位
単 選必
の別

授業
形態

配当
回生

全学共通の
到達目標

学科・コース
別のディプロ
マ・ポリシー

備考

群
目
科
育
教
門
専

目
科
択
選

HI-Z261 建築遺産研究Ⅰ ２ 選択 講義 ２回生 ①②⑥

区分１から６単位以上、区
分２から４単位以上、区分
４から４単位以上を含み、
区分３から22単位以上を
修得し、加えて選択科目全
体から42単位以上を選択
必修

HI-Z261 建築遺産研究Ⅱ ２ 選択 講義 ３回生 ①②⑥

HI-Z261 歴史遺産研究Ⅰ ２ 選択 講義 ２回生 ①②③④⑤⑥

HI-Z261 歴史遺産研究Ⅱ ２ 選択 講義 ２回生 ①②③④⑤⑥

HI-Z361 古都学Ⅰ ２ 選択 講義 ３回生 ①③④⑥

HI-Z361 古都学Ⅱ ２ 選択 講義 ３回生 ①③④⑥

HI-Z361 地域文化論 ２ 選択 講義 ３回生 ①②⑥

HI-Z361 木簡・金石文学 ２ 選択 講義 ３回生 ①④⑥

HI-Z161 日本語学概説Ⅰ ２ 選択 講義 １回生 ①②⑥

HI-Z161 日本語学概説Ⅱ ２ 選択 講義 １回生 ①②⑥

HI-Z161 日本文学史Ⅰ ２ 選択 講義 １回生 ①②③

HI-Z161 日本文学史Ⅱ ２ 選択 講義 １回生 ①②③

HI-Z261 日本語学講義Ⅰ（日本語文法） ２ 選択 講義 ２回生 ①②⑥

HI-Z261 日本語学講義Ⅱ（日本語文法） ２ 選択 講義 ２回生 ①②⑥

HI-Z261 日本語学講義Ⅲ（社会言語学） ２ 選択 講義 ２回生 ①②⑥

HI-Z261 日本語学講義Ⅳ（日本語史） ２ 選択 講義 ２回生 ①②⑥

HI-Z261 古典文学講義Ⅰ（平安） ２ 選択 講義 ２回生 ①②③

HI-Z261 古典文学講義Ⅱ（平安） ２ 選択 講義 ２回生 ①②③

HI-Z261 古典文学講義Ⅲ（中近世） ２ 選択 講義 ２回生 ①②③

HI-Z261 古典文学講義Ⅳ（中近世） ２ 選択 講義 ２回生 ①②③

HI-Z261 近現代文学講義Ⅰ ２ 選択 講義 ２回生 ①②③

HI-Z261 近現代文学講義Ⅱ ２ 選択 講義 ２回生 ①②③

HI-Z261 近現代文学講義Ⅲ ２ 選択 講義 ２回生 ①②③

HI-Z261 近現代文学講義Ⅳ ２ 選択 講義 ２回生 ①②③

HI-Z161 漢文学Ⅰ ２ 選択 講義 １回生 ①②④

HI-Z161 漢文学Ⅱ ２ 選択 講義 １回生 ①②④

HI-Z161 京都産業文化論Ⅰ ２ 選択 講義 １回生 ①②④

HI-Z261 京都観光論 ２ 選択 講義 ２回生 ①②④

HI-Z261 京都産業文化論Ⅱ ２ 選択 講義 ２回生 ①②④

HI-Z361 京都総合演習 ２ 選択 演習 ３回生 ②④⑤⑥⑦



全学共通の
到達目標

① 市民や社会人として必要とされる知識や教養の獲得
② 知的関心をもって学修していく態度や心構えの獲得
③ 市民や社会人として必要とされる倫理観や人間性の獲得
④ 異なる考え方や異なる文化を持つ人々を理解する能力の獲得
⑤ 自分自身や社会が直面するさまざまな問題を理解し解決する能力の獲得
⑥ 物事を論理的に分析する能力の獲得
⑦ 読む力や書く力、話す力や聞く力の獲得

学科・コース別の
ディプロマ・
ポリシー

① 歴史に関する知的好奇心を高め、学問を主体的に学ぶ姿勢を身につけている。
② 多彩な学問分野の成果を吸収し、歴史研究に役立てる重要性を理解する能力を身につけている。
③  史料（資料）等を読むことを通して、ことば（文章）と文化について深く理解し、かつ、必要なデータを蒐集・整
理し、理論的に思考する能力を身につけている。

④  総合的かつ探求的な学修を通じて、人類の作り上げてきた社会・経済・政治・文化に対する深い関心と理解力を身
につけている。

⑤ 学修ならびに研究の成果を明確に表現する能力を身につけている。

◆「科目ナンバリング」制度
本学では、皆さんの体系的な学修を支援するために「科目ナンバリング」制度を導入しています。
各科目に設定された「科目ナンバー」のアルファベットと数字によって、体系的に学修するための情報を得ることができます。
ぜひ皆さんの計画的な履修に役立ててください。

〈科目ナンバーの見方〉
［例］　H

①
I 　－　◯

②
　 1
③
　 1
④
　 1
⑤

①学科　　　　ＨＩ：歴史学科
②コース　　　Ｚ：学科共通　Ｊ：日本史　Ｗ：世界史　Ｓ：特別専攻
③回生　　　　１：１回生　　２：２回生　３：３回生　４：４回生
④選必の別　　０：必修（ゼミ） １：必修（歴史学入門講義・講読）
　　　　　　　２：選択必修（区分１） ３：選択必修（区分２）　
　　　　　　　４：選択必修（区分３）
　　　　　　　６：選択必修（その他）

 ５：選択必修（区分４）

⑤履修順序　　同系科目中の履修順序（指定なしは０）



文学部　歴史学科　世界史コース　カリキュラム表
基礎教育科目群

必修14単位

選択必修32単位以上
教養教育科目群・キャリア教育科目群 選択必修

人間と知の伝達（領域） 人間と文化（領域） 人間と社会（領域） 人間と自然（領域）

上記領域より４単位以上 上記領域より４単位以上 上記領域より４単位以上 上記領域より４単位以上

●現代の思想（分野）
単位 回生

日本人と宗教 2 1～
ジェンダー研究 2 1～
心理学概論 2 2～

●メディアと情報（分野）
単位 回生

言語コミュニケーション論 2 1～
キャリアコミュニケーションⅠ 2 2～
キャリアコミュニケーションⅡ 2 2～
現代のメディアと表現 2 1～
情報社会論 2 1～
情報処理演習Ⅲ 1 2～
情報処理演習Ⅳ 1 2～
情報処理演習Ⅴ 1 2～
情報処理演習Ⅵ 1 2～
数学演習Ⅰ 2 1～
数学演習Ⅱ 2 1～

●外国語と文化理解（分野）
単位 回生

比較文化論 2 1～
異文化コミュニケーション論（人文） 2 1～
文化人類学 2 1～
芸術と文化 2 1～
中国語Ⅰ 2 1～
中国語Ⅱ 2 1～
中国語Ⅲ 2 1～
中国語Ⅳ 2 1～
韓国語Ⅰ 2 1～
韓国語Ⅱ 2 1～
韓国語Ⅲ 2 1～
韓国語Ⅳ 2 1～
フランス語Ⅰ 2 1～
フランス語Ⅱ 2 1～
ドイツ語Ⅰ 2 1～
ドイツ語Ⅱ 2 1～
外国語臨地演習 2 1～

●歴史・文化（分野）
単位 回生

2 1～京都講座Ⅰ
2 1～京都講座Ⅱ
2 1～京都の歴史・文化Ⅰ
2 1～京都の歴史・文化Ⅱ
2 1～文学と京都

●法律・行政・政治（分野）
単位 回生

日本国憲法 2 1～
法学概論Ⅱ 2 1～
民法 2 2～
行政法 2 2～
人権と教育 2 2～
政治学概論Ⅱ 2 1～
国際関係入門 2 2～
行政学 2 2～

●経済・経営・社会（分野）
単位 回生

くらしと経済 2 1～
経済学概論Ⅱ 2 2～
経営学概論 2 1～
会計学概論 2 1～
福祉とボランティア 2 1～
社会学概論Ⅱ 2 1～
時事問題研究 2 1～

●健康・こころ・からだ（分野）
単位 回生

健康に生きるⅠ 2 1～
健康に生きるⅡ 2 1～
健康に生きるⅢ 2 1～
体育理論 2 1～
スポーツコースⅠ 1 1～
スポーツコースⅡ 1 1～
スポーツコースⅢ 1 1～
スポーツコースⅣ 1 1～

●自然と環境（分野）
単位 回生

地球生命論 2 1～
地球環境論 2 1～
エコロジー研究 2 1～
自然の探求 2 1～
生活の中の数学 2 1～
物理学基礎 2 1～
化学基礎 2 1～
生物学基礎 2 1～

教養教育科目群・キャリア教育科目群 必修

単位 回生

アカデミックライティング 2 1～
教養ゼミ 2 1～
英語ⅠＡ 1 1～
英語ⅠＢ 1 1～

単位 回生

英語ⅡＡ 1 1～
英語ⅡＢ 1 1～
英語ⅢＡ 1 2～
英語ⅢＢ 1 2～

単位 回生

英語ⅣＡ 1 2～
英語ⅣＢ 1 2～
情報処理演習Ⅰ 1 1～
情報処理演習Ⅱ 1 1～

必修
９単位＝＋

＋ ＋ ＋
教養入門　　　　2　1～2　

単位 回生

キャリアゼミⅠ  1   1～  1   
単位 回生

キャリアゼミⅡ  1   1～  1   
単位 回生

キャリアゼミⅢ  1   2～  1   
単位 回生

キャリアゼミⅣ  1   3～  1   
単位 回生

キャリアデザイン入門　2　2～2　
単位 回生

地域課題研究　　1　1～1　
単位 回生 ＋

単位 回生

キャリア開発講座Ⅰ 2 1～
キャリア開発講座Ⅱ 2 1～
キャリア開発講座Ⅲ 2 2～
キャリア開発講座Ⅳ 2 2～
キャリア開発演習Ⅰ 2 2～
キャリア開発演習Ⅱ 2 2～
キャリア開発演習Ⅲ 2 2～
キャリア開発演習Ⅳ 2 2～
キャリア開発研究Ⅰ 2 3～
キャリア開発研究Ⅱ 2 3～
キャリア開発研究Ⅲ 2 3～
キャリア開発研究Ⅳ 2 3～
キャリア開発研究Ⅴ 2 3～
キャリア開発研究Ⅵ 2 3～
インターンシップ準備講座 2 1～
インターンシップⅠ 1 1～
インターンシップⅡ 2 1～
インターンシップⅢ 2 1～

単位 回生

よそおいの心理学 2 2～
産業心理学 2 2～
広告と消費の心理学 2 3～
教職・保育職教養講義Ⅰ 2 3～
教職・保育職教養講義Ⅱ 2 3～
教職・保育職教養講義Ⅲ 2 4
教職・保育職教養講義Ⅳ 2 4

単位 回生

教職実践演習（中等） 2 4

生涯学習概論Ⅰ 2 1～
学校等体験活動 1 1～

図書館概論 2 1～
図書館制度・経営論 2 2～
図書館情報資源概論 2 2～
博物館学概論 2 1～
博物館経営論 2 2～
博物館資料論 2 2～
博物館資料保存論 2 2～
博物館展示論 2 2～
博物館教育論 2 1～
博物館実習Ⅰ 1 3～
博物館実習Ⅱ 1 3～

単位 回生

日本語教授法Ⅰ 2 2～
日本語教授法Ⅱ 2 2～
日本語教授法Ⅲ 2 3～
日本語教授法Ⅳ 2 3～
日本語教材研究 2 4
日本語教育実習 2 4
社会調査論 2 2～
統計学基礎論 2 2～

教育課程論 2 2～
道徳教育の理論と方法 2 2～

特別活動論 2 2～
総合的な学習の時間の指導法 1 2～

教育方法論 2 2～
生徒・進路指導 2 3～
教育相談 2 2～

教職入門 2 1～※

特別支援教育論 1 2～※
※
※
※
※

教育心理学 2 1～※

教育原論 2 1～※

教育制度論 2 2～※

※
※
※

※印の科目は、時間割において、科目名の後ろに（中等）と表記されている科目を履修してください。



選択必修42単位以上
専門教育科目群 選択必修

〔区分4〕
〔区分3〕

上
以
位
単

上
以
位
単

単位 回生

日本史特講ａ（古代史） 2 2～
日本史特講ｂ（古代史） 2 2～
日本史特講ｃ（中世史） 2 2～
日本史特講ｄ（中世史） 2 2～
日本史特講ｅ（近世史） 2 2～
日本史特講ｆ（近世史） 2 2～
日本女性史特講Ⅰ 2 2～
日本女性史特講Ⅱ 2 2～

単位 回生

世界史特講ａ（東アジア史Ⅰ） 2 2～
世界史特講ｂ（東アジア史Ⅱ） 2 2～
世界史特講ｃ（東アジア史Ⅲ） 2 2～
世界史特講ｄ（東アジア史Ⅳ） 2 2～
世界史特講ｅ（中央・西アジア史Ⅰ） 2 2～
世界史特講ｆ（中央・西アジア史Ⅱ） 2 2～
世界史特講ｇ（中央・西アジア史Ⅲ） 2 2～
世界史特講ｈ（中央・西アジア史Ⅳ） 2 2～
世界史特講ｉ（ヨーロッパ・アメリカ史Ⅰ） 2 2～
世界史特講ｊ（ヨーロッパ・アメリカ史Ⅱ） 2 2～
世界女性史特講Ⅰ 2 2～
世界女性史特講Ⅱ 2 2～

単位 回生

近現代史特講ａ（日本） 2 2～
近現代史特講ｂ（日本） 2 2～
近現代史特講ｃ（世界） 2 2～
近現代史特講ｄ（世界） 2 2～
文化交流史特講Ⅰ 2 2～
文化交流史特講Ⅱ 2 2～
京都の歴史と文化遺産 2 1～
20世紀の日本と世界 2 2～
歴史地理学 2 2～
現代史研究Ⅰ 2 3～
現代史研究Ⅱ 2 3～
女性史研究Ⅰ 2 3～
女性史研究Ⅱ 2 3～
文化交流史研究Ⅰ 2 3～
文化交流史研究Ⅱ 2 3～

単位 回生
法学概論Ⅰ 2 1～
政治学概論Ⅰ 2 1～
社会学概論Ⅰ 2 1～
経済学概論Ⅰ 2 2～
哲学概論 2 1～
倫理学概論 2 1～
宗教学概論 2 2～
地理学概論 2 1～
自然地理学 2 2～
地誌 2 2～
人文地理学 2 2～
民俗学 2 1～
文化遺産学 2 1～
日本美術史Ⅰ 2 1～
日本美術史Ⅱ 2 1～
東洋美術史 2 1～
西洋美術史 2 1～
世界遺産論 2 1～
文化財行政論 2 1～

単位 回生
考古学研究Ⅰ 2 2～
考古学研究Ⅱ 2 3～
文献史料学Ⅰ 2 2～
文献史料学Ⅱ 2 2～
美術工芸史研究Ⅰ 2 2～
美術工芸史研究Ⅱ 2 2～
建築遺産研究Ⅰ 2 2～
建築遺産研究Ⅱ 2 3～
歴史遺産研究Ⅰ 2 2～
歴史遺産研究Ⅱ 2 2～
古都学Ⅰ 2 3～
古都学Ⅱ 2 3～
地域文化論 2 3～
木簡・金石文学 2 3～
日本語学概説Ⅰ 2 1～
日本語学概説Ⅱ 2 1～
日本文学史Ⅰ 2 1～
日本文学史Ⅱ 2 1～

単位 回生
日本語学講義Ⅰ（日本語文法） 2 2～
日本語学講義Ⅱ（日本語文法） 2 2～
日本語学講義Ⅲ（社会言語学） 2 2～
日本語学講義Ⅳ（日本語史） 2 2～
古典文学講義Ⅰ（平安） 2 2～
古典文学講義Ⅱ（平安） 2 2～
古典文学講義Ⅲ（中近世） 2 2～
古典文学講義Ⅳ（中近世） 2 2～
近現代文学講義Ⅰ 2 2～
近現代文学講義Ⅱ 2 2～
近現代文学講義Ⅲ 2 2～
近現代文学講義Ⅳ 2 2～
漢文学Ⅰ 2 1～
漢文学Ⅱ 2 1～
京都産業文化論Ⅰ ２ １～
京都産業文化論Ⅱ ２ ２～
京都観光論 ２ ２～
京都総合演習 ２ ３～

※他学部・他学科・他コースの学生の履修については、『第3章受講登録』を参照してください。

基礎教育科目群＋
教養教育科目群＋
キャリア教育科目群

55単位以上

専門教育科目群
必修

28単位以上

専門教育科目群
選択必修

42単位以上
125単位以上＋ ＋ ＝

専門教育科目群 必修

必修
28単位

1回生
単位 回生

研究入門ゼミⅠ 2 1～
研究入門ゼミⅡ 2 1～
歴史学入門講義 2 1～

2回生
単位 回生

世界史基礎ゼミⅠ 2 2～
世界史基礎ゼミⅡ 2 2～

3回生
単位 回生

世界史演習Ⅰ 2 3～
世界史演習Ⅱ 2 3～
世界史講読Ⅰ 2 3～
世界史講読Ⅱ 2 3～

4回生
単位 回生

世界史演習Ⅲ 2 4
世界史演習Ⅳ 2 4
卒業研究 6 4

＋ ＋ ＋ ＝

単位 回生

日本史概説Ⅰ 2 1～
日本史概説Ⅱ 2 1～
東洋史概説Ⅰ 2 1～
東洋史概説Ⅱ 2 1～
西洋史概説Ⅰ 2 1～
西洋史概説Ⅱ 2 1～
考古学概説Ⅰ 2 1～
考古学概説Ⅱ 2 1～

〔区分1〕 〔区分2〕

上
以
位
単

上
以
位
単

単位 回生

外書研究ａ 2 2～
外書研究ｂ 2 2～
外書研究ｃ 2 2～
外書研究ｄ 2 2～



本学では、系統的で継続性のある効果的な学習を実現することを目的として、一部の科目に履修条件（履修制限）
を設定しています。
（対象科目）３回生配当科目 「日本史演習Ⅰ・Ⅱ」（日本史コース）、
　　　　　　　　　　　　　「世界史演習Ⅰ・Ⅱ」（世界史コース）、
　　　　　　　　　　　　　特別専攻「現代史研究」「女性史研究」「文化交流史研究」

（履修条件）次の①と②の条件を両方満たしていること。
れずいの」Ⅱ・Ⅰミゼ礎基史界世「と」Ⅱ・Ⅰミゼ礎基史本日「、」Ⅱ・Ⅰミゼ門入究研「『（目科修必 ①　　　　　

か、「歴史学入門講義」』全10単位のうち６単位を修得済みであること（加えて「研究入門ゼミⅠ」ま
たは「研究入門ゼミⅡ」のいずれか１科目２単位を修得済みであること）。

　　　　　②２回生終了までに総修得単位が40単位以上であること。

卒業論文、卒業研究および卒業制作は４年間の学修の集大成をなすものとして重視しています。
卒業論文、卒業研究または卒業制作を提出し、合格することが卒業するための必要条件です。なお、提出後には、

口頭試問も行われます。
論文の表紙等を指定する場合があります。ゼミの担当教員の指示に従ってください。

［受付期間および時間］
受付期間および時間については別途掲示をしますので、必ず確認してください。
本人以外による提出や、郵送による提出は受け付けません。
提出時には、必ずコピーを１部とり、正本は学務各課へ提出し、副本（コピー）はゼミ担当教員へ提出してくださ
い。様式や分量等については、学科ごとに次のように決められています。

【歴史学科】
20,000字程度とします。パソコンの使用を原則とします。用紙・字数等の詳細については、各ゼミで担当教員か

ら適宜指示します。

３．履修条件

４．卒業研究



4回生
卒業論文演習である「演習Ⅲ・Ⅳ」に加えて、各特別専攻（オプショナルコース）の「研究

Ⅱ」を履修し、４回生時には学生は基本的に3回生時と同一教員のゼミに所属し、研究能力の
向上に努力するとともに、個人の研究関心に応じて卒業論文を完成させることを目指します。

3回生
　各コースの「演習」と「講読」が始まるのに加えて、各特別専攻（オプショナル・コース）
の「研究Ⅰ」が始まります。現代史特別専攻ではグローバル化していく20世紀以降の日本と
世界への理解を深めます。また、女性史特別専攻では、過去の女性を研究対象として歴史への
理解を深めます。そして、文化交流史特別専攻では、東から西までユーラシア大陸を舞台と
した異文化交流の歴史を考察します。

【現代史特別専攻の特徴】
21世紀グローバリゼーションがますます進展する中で、特に複雑化する現代の日本と世界に関する知識を修得する
ことの重要性が高まっています。現代史特別専攻ではそうしたニーズに応えるため、日本史／世界史コースでの学修
にさらに上乗せした日本と世界の現代史に関する学びを提供します。「現代史研究Ⅰ・Ⅱ」や「20世紀の日本と世界」、
「近現代史特講（日本／世界）」、「日本史／世界史講読」の現代史向けクラスなどを受講して、現代史についてのより
深い知識の修得をめざしてください。

【女性史特別専攻の特徴】
日本及び世界の歴史において女性は重要な役割を演じています。京都橘大学の歴史学科や女性歴史文化研究所は、

歴史上の女性の活躍を研究する国内の女性史研究においてパイオニア的役割を果たしてきました。そうした蓄積の上
に立って、この女性史特別専攻では、日本史／世界史コースでの学びに加えて、歴史上の女性に関するより深い知識
を得ることをめざしています。「女性史研究Ⅰ・Ⅱ」、「日本／世界女性史特講」、「日本史／世界史講読」の女性史向け
クラスなどを受講して、女性史をより深く学んでください。

【文化交流史特別専攻の特徴】
人類の歴史において異なった文化間の交流は、社会や文化のみならず政治や経済にも大きな影響を及ぼしてきまし

た。日本史／世界史をより深くそして広く理解するためには、こうした文化交流の歴史を学習することが重要です。
文化交流史特別専攻では、「文化交流史研究Ⅰ・Ⅱ」や「文化交流史特講Ⅰ・Ⅱ」、「日本史／世界史講読」の文化交流
史向けクラスなどを受講することを通じて、文化交流の歴史に関する知識を広げていってください。

（１）コースの特徴

５．特別専攻（オプショナル・コース）

ディプロマ・
ポリシー（DP）

①歴史に関する知的好奇心を高め、学問を主体的に学ぶ姿勢を身につけている。
②多彩な学問分野の成果を吸収し、歴史研究に役立てる重要性を理解する能力を身につけている。
③史料（資料）等を読むことを通して、ことば（文章）と文化について深く理解し、かつ、必
要なデータを蒐集・整理し、理論的に思考する能力を身につけている。

④総合的かつ探求的な学修を通じて、人類の作り上げてきた社会・経済・政治・文化に対する
深い関心と理解力を身につけている。

⑤学修ならびに研究の成果を明確に表現する能力を身につけている。

（２）各回生の到達目標




